






































資料3　陳情・陳述方法の検討について R4.2.17　議会運営委員会資料

項目 山水海 超党みらい 創風会 公明クラブ

１　陳情審査方法に
ついて

手法 全議員に配付 委員会に配付 委員会に付託 委員会に付託

流れ

・基本的な考え方
　今までと考え方に変更なし。

委員会付託されている現制度では、全議員に配布していて
いても、所管事務調査のものに限って調査・研究してしまう
傾向が強い。会派制度を活用し、まずは個人、そして会派内
で取り扱いを吟味することで、その後の委員会運営もスムー
ズになる。

先般の質問に対して、ある陳情に対して、委員会において
所管事務調査とする結論を出した場合、それは、陳情の内容
を精査する必要があるという判断したものであって、その内
容に結論を出した（願意に賛同したか、しないか）というも
のではない。
採択・不採択がゴールではないことを確認する必要がある。

全議員に配布を行ったという報告する。仮に陳情内容につ
いて調査・研究を進めていく場合、進捗を伝えていくことは
難しい。個人が取り上げた場合には個人が、委員会で取り上
げた場合は委員会の判断を行う。必要であれば参考人招致も
考えられる。

所管委員会に配布し、委員会において審査すべきか否かを決
定する。（その場合の判断基準は必要）

審査すべきとしたものについては採決し結論を出す。

　現在採用している流れを踏襲 ①　事務局で記入漏れ等を確認して受付。

② 正副議長、議運正副委員長、事務局で内容を確認し付託
委員会を協議。

③　議長が付託先を決定し、議会運営委員会で付託先承認。

④　議長が全員協議会で付託先を通知。

⑤　初日の委員会で陳述が必要か確認。

その他のご意見

一連の協議においては、前提として請願と陳情の意味合い
を整理する必要がある。陳情に賛同する者が紹介議員となっ
て、請願にして議会に対して採決を求めることも可能。

２　意見陳述の
実施について

（2月

6月定例会議以降の
意見陳述の有無

なし あり あり あり

陳述の流れ

①陳述時間３分は妥当と考えるが、陳述件数や時間の上限設
定が必要。

②執行部同席の「不要」については陳情審査の日を別の日に
設けることが前提であり、現状維持なら執行部同席とならざ
るを得ない。

③文書主義が基本で願意・理由が明確であれば賛否の判断は
可能であり質疑の必要性はないと考える。やむを得ず質疑を
行う場合でも最小限にとどめるべきである。

陳述の流れ及び時間はこれまでどうりで良い ①開会初日の委員会で陳述が必要なものを選定し、必要と認
めたもののみ陳情者に陳述を依頼（許可）する。

②委員会の冒頭に行う。
時間は3分とし、終了後に委員から陳述者に質疑を行う。

（質疑は内容の確認にとどめ私感は入れない。）

③執行部の出席については、陳述数が多い場合はその都度判
断する。

その他のご意見

意見陳述に代わる方法として関連資料の添付については動
画も許可する。タブレットの活用方法としても良いのではな
いかと思う。

基本的に意見陳述は有効な手法と認識としているが、陳情
審査に半日費やす状態は全体の奉仕者の観点からも改善が必
要と考える。

傍聴規定の遵守を徹底し、審議の妨害行為等に対しては毅
然と対応することとし、問題行為に対しては議会として統一
的に対応する。

　前記陳述審査方法を参照
　
　不規則発言等については確固たる態度で対応すべき



陳情受付後の流れ

議員全員に配付し、各議員で取扱を考える

委員会の
所管事務調査事項として

提案

会派内で共有する

委員会で
掘り下げる

※個人・会派としても
同じアクションができる

個人一般質問で取り上げ
執行部へ要望する
（市長への要望）

請願紹介議員となり
請願として提出

読み込んで終わり

委員会の
所管事務調査事項として

提案

個人・会派で
調査・研究



資料 4 

重要案件の意見交換会の案件見直しについて 

1  見直しの理由について 

 議会基本条例第 22 条に市政に関する重要な案件について議員及び市民

が自由に情報及び意見の交換を行うために重要案件の意見交換会の開

催が規定されている。 

 上記条例に基づき重要案件の意見交換会実施要領で 9 項目の案件が定

められている。案件の見直しを毎年 3 月に行うことに伴う見直し。 

2  案件の追加及び削除の手続きについて 

 案件について、委員会等の申し出に基づき議会運営委員会で協議の上、

追加及び削除を行う。 

3  見直しの流れについて 

⑴ 議会運営委員会は、各委員会等へ案件提出依頼を行う。 

⑵ 各委員会で案件を協議し、3 月 11 日までに議会運営委員会へ回答する。 

⑶ 議会運営委員会は、3 月 17 日の議会運営委員会で提出された案件につ

いて協議する。 

⑷ 議会運営委員会での協議結果を基に重要案件の意見交換会実施要領

の改正を行う。 

4  協議事項等 

□依頼先委員会（総務文教委員会、福祉環境委員会、産業建設委員会） 

□案件の提出件数（2～3 件） ※現在の案件の継続も可能 

□提出期限（3 月 11 日） 

【参考 現在の案件】 

⑴ 歴史文化保存展示施設について ⑵ まちづくり施策について 

⑶ 公共交通再編について ⑷ 子育て支援について 

⑸ 健康寿命の延伸について ⑹ 環境問題について 

⑺ 漁港エリア活性化について ⑻ 農業問題について 

⑼ 商業エリア活性化について  

※⑴～⑶…総務文教委員会提出案件 

⑷～⑹…福祉環境委員会提出案件 

⑺～⑼…産業建設委員会提出案件  



資料 4 

令和 4 年  月  日  

 

総務文教委員会 委員長 永 見 利 久  様 

福祉環境委員会 委員長 小 川 稔 宏  様 

産業建設委員会 委員長 川 上 幾 雄  様 

 

議会運営委員会       

委員長 布 施 賢 司   

 

重要案件の意見交換会の案件の提出について 

 

 このことについて、令和 4 年 2 月 17 日の議会運営委員会において浜田市

議会基本条例第 22 条に規定されている標記意見交換会の案件について見直

すことを決定しました。 

 つきましては、下記をご確認の上、3月 11日までにご回答をお願いします。 

 なお、提出された案件は、重要案件の意見交換会実施要領の規定に基づき、

議会運営委員会で協議の上、決定することを申し添えます。 

 

記 

 

1  提出案件数  2～3 件 

2  提出案件の制限  特になし（現在の案件を継続することも可能です。） 

 

以上 



資料 5 

読者アンケート Vol.63に寄せられた意見等対応報告 

（正副委員長案）議会運営委員会 

意見 対応経過及び結果 

議員さんも変わり新しい方もおられるが、特に期待は

していない。議員の仕事は何をしているのかさっぱり

分からない。 

選挙の時だけ必死で、選挙に当選すれば偉そうにして

いる議員がいる。浜田を変えようと思っていても残念

ながら変わらないのが浜田市。 

真摯に取り組むとともに、

議会・議員の活動が見える

よう、情報発信にも努めて

まいります。 

議員がもっと動いて市民の声をしっかりと聞くべき

だと思う。市民に寄り添った活動をしていかないと浜

田市は落ち込む一方だと思う。選挙の時だけ必死にな

っていてもダメ。 

市長選では浜田市が変わるチャンスだと期待してい

たが、結局変わらなかったので特に期待はしていな

い。 

これからはもっと魅力ある活動をしていってほしい

と思う。 

議会としてまた、個々の議

員が市民の皆様の声を伺う

機会の確保に努めてまいり

ます。 

この読者アンケートにも見られるように市民の少な

い小さな意見にも耳を傾ける活動をしてほしい。 

議員は地域の代表ですが、そのことだけにとらわれ

ず、未来の浜田の全体像をイメージして市政にあたっ

てもらいたい。あまりにも井戸端会議的である。 

議会で「おかしい」と思える事があれば、意見（反対

の裏付けと、それに替わる対応案）を明確にできる議

会であってほしい。忖度はダメ。 

市政運営のチェック役とし

ての役割を果たし、皆様に

お見せできるよう努めてま

いります。 

新メンバーに期待します。 

高齢化、人口減は仕方ありません。それでも住みやす

い町をと思っています。 

新しい発想でやってみてください。 

本当に市民の声を聞いているのでしょうか。資料館、

民意は反対です。 

ご意見を生かし、人口減少

の中でもより浜田市が住み

やすくなるよう働きかけて

まいります。歴史文化保存

展示施設についてはお声を

伺いながら検討してまいり

ます。 

市民は市政を見ています。数人集まれば市政に対して

意見を言い合います。 

議員は各町、村に行き、地元の現状を把握し、精査さ

れて議会で反映すべき。 

他の市などを勉強し、浜田でどう生かされるか、議員

の力量が問われています。 

市民の声を反映し、より良

い浜田市となるよう今後も

努めてまいります。 

 



資料 6 

各種委員会等の開催状況報告について 

【議会申し合わせ事項（該当部分抜粋）】 その他_第 4章_全員協議会 

9  一部事務組合、浜田市都市計画審議会、浜田市土地開発公社の代表者は、会議の

開催状況、概要等について、毎年１回文書又は口頭で状況報告を行うこととする。 

 

【報告者（過去事例）】 

 （浜田市江津市旧有福村有財産共同管理組合議会）副議長 

 （浜田地区広域組合議会）広域の議長 

 （その他）年長議員 に人選を依頼している。 

 

委員会等名称 

（報告者） 

選出議員 

(令和 3年 11月選出後) 

(参考)年度報告者 

(令和 3年 3月報告) 

浜田市江津市旧有福村有財

産共同管理組合議会 

（副議長報告） 

※令和 3年 12月 31日解散 

布施議員、岡本議員、佐々木議員、 

田畑議員、西田議員、川神副議長 
佐々木副議長 

浜田地区広域行政組合議会 

（組合議長報告） 

大谷議員、足立議員、柳楽議員 

串﨑議員、芦谷議員、牛尾議員 
上野議員 

浜田市都市計画審議会 

（年長議員報告） 

沖田議員、川上議員、串﨑議員、 

布施議員、岡本議員、永見議員 

川神副議長 

飛野議員 

浜田市土地開発公社 

（年長議員が報告者を調整） 

肥後議員、上野議員、岡本議員、 

田畑議員、牛尾議員 
澁谷議員 

 

 

状況報告日：令和 4年 3月 17日（木）全員協議会（本会議終了後） 

 

※事務局への報告書の提出は、 

3月 14日（月）（※全員協議会開催 3日前）までにお願いします。 


